
文京区空家等対策計画の主な修正内容一覧 
 

No ページ 第２回空家等対策庁内検討会での主な意見 対応 

１ P4 

 

ゼロカーボンの時代なので「低炭素化の推進」を

「脱炭素化の推進」に表現に修正してはどうか。 

「脱炭素化の推進」に修正しました。 

２ P6 

 

計画期間 10 年の中間期である 5 年で見直しを行い、

改定の前年に再度調査を行ってはどうか。 

国の空家等対策の動向や法令の改正、社会・経済情勢の変化等により大きく影響を

受けることや区内の空家状況も変化してくことが予想されるため、「おおむね策定後

５年を目途に検証を行い、必要が生じた場合は見直しを行います。」と記載しました。 

３ P12 

 

図８及び表７に記載している「令和元年」は 2 年間の

件数の合計のため、「平成 30 年、令和元年」に修正して

はどうか。 

「令和元年」の記載を平成 30 年、令和元年に修正しました。 

４ P28 

 

地域整備課の「不燃化特区制度を利用した老朽建築物

の建替え・除却費用の助成」は「不燃化特区内の除却助

成」に修正してもらいたい。 

「不燃化特区内の除却助成」に修正しました。 

５ 全体 

 

各コラムに、コラムである旨が分かるように表現した

ほうが良い。 

各コラムに「コラム」を追記しました。 

 

資料２‐② 


